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Development of SC source with Tm-doped ultrashort pulse fiber laser for OCT aroundλ = 2 um 
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1. 研究背景 

光コヒーレンストモグラフィー (OCT) は，
非接触・非破壊でミクロンオーダーの高い空間
分解能をもつ光断層画像計測である．OCT は
サンプル中の光の散乱・吸収による信号減衰に
よって測定深さが制限される．現在までに研
究・開発が行われてきた OCTでは波長 0.8-1.3 

um 帯の光源が広く用いられているが，より散
乱の影響が小さく，水の吸収も極小値となる
1.7 um，及び 2 um 帯光源を開発することによ
り，更なる高浸達 OCT の実現が期待できる．
そこで本研究では，2 um 帯 OCT に用いる Tm 

添加超短パルスファイバーレーザー励起 SC光
源の開発を行った． 

 

2. 実験と結果 

本研究では，Tm 添加ファイバーを用いて非
線形偏波回転型の受動モード同期超短パルス
ファイバーレーザーを開発した．開発したファ
イバーレーザーの構成を Fig.1 に示す．波長 

1560 nm のレーザーダイオードを Er 添加フ
ァイバー増幅器を用いて増幅し，Tm 添加ファ
イバーを励起した．また，Kelly サイドバンド
が発生する原因となる分散を補償するために 

UHNA7 を挿入し，複屈折板による Lyot Filter

によりサイドバンド成分を除去した．PBS から
の光を出力光として用いた． 

 

  

Fig. 1 Setup of the Tm fiber laser 

 

ソリトンモード同期が得られたときの Tm

添加ファイバーレーザー出力のスペクトルを
Fig.2 に示す．中心波長 1858 nm，平均出力 24 

mW，スペクトル幅 7 nm，時間幅 450 fs，繰り
返し周波数 46 MHz であった． 

 

Fig. 2 Spectrum of Tm-doped fiber laser 

 

Fig.3 に開発した SC 光源の構成を示す．Tm 

添加ファイバーレーザーからの出力を Tm 添
加ファイバー増幅器を用いて増幅し，ソリトン
自己周波数シフトにより 2 um へと波長シフ
トさせる．そして，得られた 2 um 帯のラマン
ソリトンパルスを高非線形ファイバーに入射
して，SC 光を生成した 

 

 Fig. 3 Setup of SC light source at λ = 2 um  

 

Fig.4 は，ラマンソリトンパルスを高非線形
ファイバーに入射して得られた SC光のスペク
トルを表している．中心波長 2124 nm，平均出
力 20 mW，スペクトル幅 145 nmであった．
現在，更なる高出力化・広帯域化を進めている． 
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Fig. 4 Spectrum of generated SC 
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